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１．目的

　家庭における日常災害の死亡者数の経年的実態につ

いては、過去の統計調査等によりかなり明確に把握さ

れている注1),2),3)。しかし、そのなかでは日常災害の多

発者である幼児と高齢者について、日常災害の種類別

では総年齢層としてくくられ、年齢別では日常災害総

数としてくくられて扱われることが多かった。そこ

で、本報では幼児と高齢者についての死亡者数の推移

を日常災害種類別に収集整理することにより、既往知

識を補足する実態説明資料を作成することを目的とす

る。

２．調査方法

　1970～2003年を対象として、厚生統計協会発行の

「人口動態統計」より、「家庭」（住宅およびその敷地を

いう）で生じた事故や災害による死亡原因別、年齢別

の死亡者数の推移をまとめた。なお、年齢区分につい

ては基データの区分けにより、０～４歳，５～６４歳，

６５歳以上というくくり方とした。

３．調査結果及び考察

　図１は、家庭における事故・災害による死亡原因別

の死亡者数の推移を０～４歳，５～６４歳，６５歳以

上に区分したものである。

（１）総死亡者数の推移

　これを見ると総死亡者数は、1970年代前半まではほ

ぼ一定であった。その後1980年代後半までは減少し、

1987年を境に増減傾向に転じている。また、阪神・淡

路大震災(1995年)の「天災」を差し引いても1995年

は前年と比べ約1.3倍ほど総死亡者数が急激に増加し

ている。

（２）事故・災害の種類別にみた死亡者数の推移

　事故や災害の種類別にみると、事故のほうが災害よ

り圧倒的に多いといえる。1995年の阪神・淡路大震災

のような大きな「天災」がない年は、事故が約８割を

占めている。

　事故や災害のなかで、近年もっとも多くなったのは

「溺水」である。1980年代半ばから徐々に増加し、1990

年代前半から急激に増加している。次に多いのは「火

災・爆発」「転倒」である。いずれも徐々に増加してい

る。「墜落」「転落」については大きな増減はみられな

い。減少傾向にあるのは、「落下物等」「中毒」「火傷」

である。特に「中毒」「火傷」は大幅に減っている。
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（３）事故・災害の種類別かつ年齢区分別にみた死亡

者数の推移

　事故や災害の種類別かつ年齢区分に推移をみると、

まず０～４歳はすべての事故や災害において減少して

いる。特に死亡者の多かった「溺水」「火傷」におい

てその傾向は顕著である。これは、少子化の影響が強

く出ているのであろうが、浴室・厨房等の物的環境の

整備が進められたことも影響を及ぼしていると推測で

きる。５～６４歳では、事故や災害の種類によってこ

の年齢層の占める割合は異なるが、その割合そのもの

の増減はさほど見られない。すなわち増えた事故・災

害種類ではそれに比例して増え、減った種類ではやは

り比例的に減っている。６５歳以上をみると、すべて

の事故・災害種類でかなりの割合を占めている。特に

多くの割合を占めているのは、高齢者の危険が指摘さ

れることの多い「転落」「転倒」「溺水」「火傷」であ

る。なかでも「溺水」が極端に多く一貫して増加傾向

にある。1993年からは急激に増加をしており、この約

30年間で約10倍にもなっている。これは高齢者人口

そのものの増加、特に単身または高齢者だけの世帯が

増えた結果、事故が多くなったといわれているが、法

医学的な死因の確定が困難であるために入浴時の血圧

の急激な変動による脳血管障害や循環器系疾患などの

病死も含むといわれている。

４．まとめと今後の課題

　本報により、家庭における日常災害の死亡者数の推

移を年齢層別に把握することができた。今後は、高齢

者層についてさらに詳しい実態把握を行いたい。例え

ば、高齢者層の前期・後期区分別や性別の実態把握を

死亡者数だけでなく死亡率についても行いたいと考え

ている。
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図１.家庭における事故・災害による死亡者数(０～４歳，５～６４歳，６５歳以上に区分)の推移
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